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　１１

し
て
負
荷
し
、
硬
さ
標
準
片

の
表
面
に
く
ぼ
み
（
圧
痕
）

を
作
成
す
る
。
試
験
力
を
除

荷
し
た
後
、
く
ぼ
み
の
大
き

さ
を
装
置
に
取
り
付
け
ら
れ

た
測
微
接
眼
レ
ン
ズ
を
使
っ

て
0
・
0
1
　
の
分
解
能
で

μm

測
定
す
る
。
硬
さ
値
（
単
位

H
V
）
は
試
験
力
を
く
ぼ
み

の
表
面
積
で
割
る
こ
と
に
よ

り
得
ら
れ
る
が
、
本
装
置
で

は
付
属
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
り
自
動
計
算
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

芋
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正

の
方
法
 

　
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
標
準
片

の
校
正
は
、
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬

さ
標
準
機
を
用
い
て
行
う
。

特
定
標
準
器
に
よ
り
測
定
面

の
数
か
所
の
硬
さ
を
測
定

し
、
そ
の
平
均
値
を
校
正
値

と
す
る
。

4
．計
量
法
1
3
5

条
第
1
項
に
基
づ
く

校
正
実
施
機
関
　

　
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術

総
合
研
究
所

5
．特
定
二
次
標

準
器

茨
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
標
準
片

で
あ
っ
て
、
硬
さ
の
範
囲
が

2
0
0
H
V
以
上
9
0
0
H

V
以
下
、
試
験
力
の
範
囲
が

9
・
8
0
7
N
か
ら
4
9
0
・

3
N
の
も
の
。

芋
測
定
の
不
確
か
さ

①
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正

等
に
お
け
る
測
定
の
拡
張
不

確
か
さ（
k
＝
2
）は
、ロ
ッ

ク
ウ
エ
ル
硬
さ
基
準
機
苑
の

場
合
に
お
い
て
0
・
3
1
H

R
C
〜
1
・
0
H
R
C
、ロ
ッ

ク
ウ
エ
ル
硬
さ
標
準
片
薗
の

場
合
に
お
い
て
0
・
3
0
H

R
C
（
硬
さ
値
　
H
R
C
以

40

上
）、
0
・
3
4
H
R
C
（
同

　
H
R
C
未
満
）
を
想
定
し

40て
い
る
。

②
登
録
事
業
者
が
行
う
校
正

に
お
け
る
測
定
の
拡
張
不
確

か
さ
（
k
＝
2
）
は
、
ロ
ッ

ク
ウ
エ
ル
硬
さ
試
験
機
遠
の

場
合
に
お
い
て
0
・
3
5
H

R
C
〜
2
・
0
H
R
C
、ロ
ッ

ク
ウ
エ
ル
硬
さ
標
準
片
鉛
の

場
合
に
お
い
て
0
・
3
5
H

R
C
〜
0
・
5
H
R
C
を
想

定
し
て
い
る
。

鰯
参
考

【
会
員
企
業
の
業
況
】

　
2
0
0
5
年
　
月
か
ら
　

10

06

年
3
月
の
実
績
は
「
非
常
に

良
い
」「
良
い
」「
や
や
良
い
」

が
合
わ
せ
て
　
・
3
%
、「
横

57

ば
い
」　
・
0
%
、「
や
や
悪

22

い
」「
悪
い
」
が
　
・
3
%
で

18

あ
っ
た
。
前
回
調
査
に
比
較

し
、
僅
か
で
は
あ
る
が
業
況

が
上
向
き
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
　
年
上
半
期
（
4
月
〜
9

06
月
）、
同
下
半
期
（
　
月
〜
　

10

07

年
3
月
）
の
予
想
は
、「
非
常

に
良
い
」「
良
い
」「
や
や
良

い
」が
合
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
　
・
53

6
%
、　
・
3
%
と
な
り
、

57

引
き
続
き
好
調
が
持
続
す
る

と
し
て
い
る
。

【
生
産
・
売
上
高
】

　
　
年
　
月
〜
　
年
3
月
の

05

10

06

実
績
は
「
増
加
」
が
　
・
8

48

%
と
最
も
多
く
、「
不
変
」　
・
34

1
%
、「
減
少
」　
・
1
%
で

17

あ
っ
た
。
前
回
調
査
に
比
べ

「
増
加
」「
減
少
」
が
そ
れ
ぞ

れ
3
％
ほ
ど
増
え
て
い
る
。

　
年
4
月
〜
9
月
の
予
想

06は
、「
増
加
」
が
　
・
4
%
に

52

増
え
、「
減
少
」
は
9
・
8
%

に
減
っ
て
い
る
。

【
収
益
状
況
】

　
　
年
　
月
〜
　
年
3
月
の

05

10

06

実
績
は
「
好
転
」　
・
0
%
、

39

「
不
変
」　
・
7
%
、「
悪

42

化
」　
・
3
%
で
、
前
回
調

18

査
に
比
べ
好
転
が
約
4
％
増

え
て
い
る
。
4
月
〜
9
月
の

予
想
で
は
「
好
転
」
は
　
・
37

8
％
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、「
不

変
」　
・
0
％
と
な
っ
て
い

50

る
。

【
為
替
レ
ー
ト
】

　
今
後
6
カ
月
の
中
心
相
場

及
び
現
在
の
設
定
レ
ー
ト
は

1
1
5
円
と
す
る
回
答
が
そ

れ
ぞ
れ
　
・
2
％
、　
・
3

40

40

％
と
最
も
多
く
、
前
回
調
査

で
と
も
に
最
も
多
か
っ
た
1

1
0
円
前
後
か
ら
、
5
円
の

円
安
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

【
技
術
開
発
】

　
技
術
開
発
の
取
り
組
み
の

内
容
で
は
「
既
存
製
品
の
高

付
加
価
値
化
」　
・
4
%
、

48

「
既
存
製
品
分
野
の
関
連
新

分
野
」
が
　
・
5
%
と
、
既

38

存
製
品
を
ベ
ー
ス
と
し
た
技

術
開
発
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
取
り
組
む
際
の

問
題
点
と
し
て
は
「
開
発
ス

タ
ッ
フ
の
要
員
・
量
」
が
　
・
55

2
%
と
最
も
多
く
、「
技
術

力
」　
・
3
%
、「
研
究
開
発

34

資
金
」　
・
5
%
の
順
と
な
っ

10

て
い
る
。

【
設
備
投
資
】

　
既
存
の
設
備
機
器
に
つ
い

て
は
「
適
正
で
あ
る
」　
・
70

8
%
、「
不
足
」　
・
6
%
と

25

な
っ
て
お
り
、　
・
2
％
が

30

「
不
足
」
と
答
え
た
前
回
調

査
に
比
べ
、「
不
足
」
感
が
解

消
傾
向
に
あ
る
。

　
今
年
度
の
設
備
投
資
計
画

に
つ
い
て
は
、「
昨
年
度
と
同

規
模
」
が
　
・
4
%
、「
昨
年

46

度
に
比
べ
増
額
」
は
　
・
2

40

%
で
あ
っ
た
。「
昨
年
度
に
比

べ
増
額
」
が
前
回
調
査
よ
り

6
・
5
%
増
え
て
い
る
。

【
雇
用
現
況
及
び
採
用
計

画
】

　
雇
用
の
現
況
に
つ
い
て

は
、「
充
足
（
適
正
）」
が
事

務
部
門
で
　
・
7
%
、
営
業

70

部
門
　
・
9
%
、
技
術
開
発

43

部
門
　
・
9
%
、
現
業
部
門

32

　
・
2
%
で
あ
っ
た
。「
過
剰
」

62感
は
現
業
部
門
で
9
・
8
％
、

営
業
部
門
で
3
・
7
％
あ
る

と
し
て
い
る
。「
不
足
」
と
す

る
回
答
は
「
事
務
部
門
」　
・
23

2
%
、「
営
業
部
門
」　
・
4
52

%
、「
技
術
開
発
部
門
」　
・
67

1
%
、「
現
業
部
門
」　
・
0
28

%
と
な
っ
て
お
り
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
増
え
る
傾
向
に

あ
る
。

　
来
春
の
採
用
計
画（
全
体
）

で
は
、「
今
春
よ
り
増
や
す
」

が
　
・
9
%
と
最
も
多
く
、

43
「
今
春
と
同
等
」　
・
8
%
、

37

「
採
用
を
見
送
る
」
が
　
・
17

1
%
で
あ
っ
た
。
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）

図1　特定標準器の構成

【
当
面
す
る
経
営
の
重
点
課

題
】

　「
営
業
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
強
化
」　
・
9
%
、「
研
究

17

開
発
体
制
の
充
実
・
強
化
」

　
・
8
%
、「
原
材
（
燃
）
料

15高
へ
の
対
応
」　
・
9
％
、

12

「
生
産
性
向
上
へ
の
取
組

み
」
が
　
・
8
%
と
多
い
。

10

【
期
待
す
る
主
な
施
策
】

　「
法
人
税
の
一
段
の
引
下

げ
」「
規
制
緩
和
の
推
進
・
見

直
し
」
が
と
も
に
　
・
0
%

18

と
最
も
多
く
、「
公
共
投
資
の

拡
大
」　
・
5
％
、「
行
財
政

13

改
革
の
実
施
」
が
　
・
2
%

12

と
続
い
て
い
る
。

【
大
学
・
試
験
研
究
機
関
と

の
共
同
開
発
、
研
究
】

　
　
年
度
に
「
共
同
開
発
、

06

研
究
を
行
っ
た
」
と
回
答
し

た
会
員
企
業
は
　
社
（
　
・

38

46

4
％
）
で
あ
っ
た
が
、　
年
05

度
実
績
よ
り
1
社
減
っ
た
。

「
検
討
し
た
が
見
送
っ
た
」

と
す
る
回
答
も
、　
年
度
の

05

6
社
か
ら
今
年
度
は
9
社
に

増
え
た
。
共
同
開
発
、
研
究

の
実
施
件
数
は
「
1
件
」
と

す
る
回
答
が
　
社
（
　
・
8

14

36

％
）
と
最
も
多
か
っ
た
。

【
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
】 

　「
全
て
又
は
一
部
事
業
所
、

製
品
で
取
得
済
み
」
が
　
・
50

0
％
と
半
数
を
占
め
た
。「
現

在
、
取
得
の
た
め
の
作
業
を

実
施
中
」
が
6
・
1
％
。「
取

得
を
検
討
中
」
と
い
う
回
答

も
　
・
3
％
に
の
ぼ
っ
た
。

18

（
2
6
4
1
号
陰
面
の
つ
づ
き
）

好
調
持
続
と
す
る
回
答
が
増
加

計
工
連
が
会
員
企
業
に
意
見
調
査
、結
果
ま
と
ま
る

計
量
標
準
の
供
給
開
始
と

校
正
範
囲
の
拡
大
印

計
量
行
政
審
議
会
平
成
　
年
度
第
1
回
計
量
標
準
部
会
資
料
よ
り

17

（
2
6
4
0
号
右
面
の
つ
づ
き
）

校
正
等
の
実
施
に
つ
い
て

（
ロ
ッ
ク
ウ
エ
ル
硬
さ
）

参考資料4－16.トレーサビリティの体系図及び測定の不確かさ
茨トレーサビリティの体系図

現新

ロックウエル硬さ標準機ロックウエル硬さ標準機特定標準器

ロックウエル硬さ基準機苑
ロックウエル
硬さ標準片薗

ロックウエル
硬さ基準機苑

特定二次標準器

ロックウエル
硬さ標準片鉛

ロックウエル
硬さ試験機遠

ロックウエル
硬さ標準片鉛

ロックウエル
硬さ試験機遠

特定標準器による
校正等を行う
計量器

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲

　
登
録
事
業
者
が
行
う
現
状

の
相
対
拡
張
不
確
か
さ
（
k

＝
2
）
は
、
ロ
ッ
ク
ウ
エ
ル

硬
さ
試
験
機
遠
の
場
合
に
お

い
て
0
・
8
H
R
C
〜
2
・

0
H
R
C
で
あ
る
。

1
．背
景

　
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
試
験
は

当
初
お
も
に
研
究
用
に
用
い

ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
そ
の

後
適
用
範
囲
の
広
さ
が
認
め

ら
れ
様
々
な
材
質
・
形
状
の

試
料
に
適
用
可
能
な
汎
用
硬

さ
試
験
法
と
し
て
ロ
ッ
ク
ウ

エ
ル
硬
さ
に
次
い
で
産
業
界

で
多
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

2
．特
定
標
準
器

　
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
標
準
機

（
既
存
）

3
．特
定
標
準
器

の
概
要

茨
特
定
標
準
器
の
構
成
（
図

1
参
照
）

　
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
標
準
機

は
、
試
料
台
に
の

せ
ら
れ
た
硬
さ
標

準
片
に
対
し
、
錘

と
梃
子
（
て
こ
）

に
よ
り
発
生
さ
れ

る
安
定
し
た
試
験

力
を
、
正
確
な
正

四
角
錐
形
状
に
加

工
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
圧
子
を
介

校
正
等
の
実
施
に
つ
い
て

（
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
）
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